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研究結果は学会と論文で報告しますが、患者さん自身の個人情報は全て
匿名化して管理し、個人情報が漏れることのないようにします。報告の際
にも個人名やそれを識別できる情報は一切使用しません。

弘前大学医学部附属病院　放射線部　畑山佳臣

2003年1月から2017年10月にI期食道癌に対して放射線治療を行った93
症例の患者背景、治療内容、全生存率、局所制御率、有害事象を診療録
より後方視的に収集・調査します。本課題への参加は、対象者の自由意
思で行われ、参加同意を拒否した場合にも何ら不利益は受けません。一
旦同意しても、いつでも、理由を問うことなく、自由意思でそれを撤回でき
ます。但し、学会発表や論文投稿後の撤回の場合，既に公表されたデー
タの修正には応じられません。

　本研究の対象者に該当する可能性のある方で，情報を研究目的に利用されることを希望されない患者
さんもしくは患者さんの代理人の方は，下記の連絡先までお申し出ください。

弘前大学医学部附属病院で診療を受けられる皆様へ

I期食道癌に対する放射線治療の有効性と安全性に関する後方視的臨床
研究

2003年1月から2017年10月までにI期食道癌に対して放射線治療が行わ
れた93名

　本院では，下記の研究を実施しておりますのでお知らせいたします。

放射線科

　I期食道癌の標準治療は外科手術であるが、近年は高齢、合併症、重
複癌、手術拒否などにより根治的放射線治療を行う患者が増加していま
す。
　本研究はI期食道癌に対する放射線治療の有効性と安全性を後方視的
に評価するものであり、手術と遜色ない結果であれば、手術可能な症例
においても侵襲の少ない放射線治療が選択肢のひとつとなれる可能性が
あり、大変意義のある研究と考えられます。

I期食道癌に対する放射線治療の有効性と安全性を後方視的に調査する
ことを目的としています。

特にありません

なし


